



雑誌名 北翔大学北方圏学術情報センター年報 = Bulletin





























































































































































































第1次 新聞記事1 2019年2月15日付 新聞記事2 2020年1月13日付































































































































































































































































Ⅴ．お わ り に
本稿は，看護師養成課程（高等教育機関）の「基礎科
目」文化人類学の授業内容において，アイヌ民族・文化
を取り上げ，新聞記事を活用しながら，その学習効果と
有用性を明らかにしようとするものであった。アイヌ民
族・文化の初学者の場合，新聞活用により，内容の基礎
的な認識と興味関心を高める効果があるといった仮説の
検証を行った。
その手順として，アイヌ文化学習の構造において新聞
活用を位置付け，その授業実践の手法・流れを述べた。
それをふまえ，第1・2次の授業実践の成果を断片的に
示し，仮説の検証をした。
その結果，すでに述べたように，アイヌ民族・文化に
関する基礎的な認識と興味関心を高める効果は，ワーク
シート（学習記録）の内容からある程度認められた。む
ろん，この結果は，新聞活用以前の学習活動によるとこ
ろもあろう。基本となるアイヌ民族・文化に関する内容
を時間軸の視点で取り上げ，学外活動の調べ学習や芸術
作品に触れる機会を与えた。
とりわけ，興味関心の効果は，民族共生象徴空間（ウ
ポポイ）へ足を運んでみたいといった声より窺える。興
味関心が高まったことにより，他の情報に触れてみたい
という考えが生じたものと判断できる。
新聞活用の有用性は，段階的な学習活動の開発にあっ
たと考えられる。具体的には，キーワードの抽出，他者
との情報交換，記事内容の重点の記述といった流れであ
る。新聞活用は，すべてにおいて有用性を生むのではな
く，どのように学習活動へ組み入れていくか，にある。
よって，興味関心を高める新聞記事の発掘・収集はも
ちろん同時に活用方法・場面の開発も重ねていかなけれ
ばならない。
課題は，いくつかの新聞を活用させる時間の配分であ
る。新聞記事の読解，思考判断には，どうしても個人差
が大きくなりやすい。今回，一部の受講生は，ワーク
シートをすべて埋めることができなかった。新聞記事の
情報量と段階的に作業する時間が不十分であった。この
ような学生は，ただ作業に追われながら中途半端に終わ
り，新聞活用の効果を十分実感できなかったに違いな
い。
以上から，新聞記事を含む文書（活字）資料の活用
は，基礎・教養科目のような場面でも段階的に学習活動
を構築していく必要性がある。この点については，思考
錯誤しながら学習活動の開発を継続していきたい。
Ⅵ．文 献
尾島 卓（2020）：新聞の教材活用に関する実践的検
討，岡山大学教育学部開設講義「教育における新聞活
用の理論と実際」の総括を中心に，岡山大学教師教育
開発センター紀要第10号別冊，pp．245‐258．
菊地達夫（2020）：アイヌ文化のフィールドワーク学習
と効果－看護師養成課程「文化人類学」の授業課題と
して－，野外文化教育第18号，pp．91‐99．
原島正衛・勝村務（2016）：新聞活用授業の展開，北星
論集（経）第55巻第2号，pp．137‐141．
アイヌ文化を題材とした新聞活用の授業実践と効果
－66－
